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が少なく、限られた情報をもとに受験戦略を立てざるを得

ないことです。

　もう１つは、理系学部出身者だけでなく、文系学部出身

者にも受験資格を与えている大学が多いことです。実際に

文系学部卒業者や、医療と無関係の分野にいた人々が合格

しているケースは少なくないようです。

　大学はこの編入試験で、今後の医療分野を主導できる人

材を、多様な専門領域から受け入れようとしています。し

かしながら、筆記試験では難解な生物学の問題が出題され、

面接試験では医師を相手に堂々とした応対をしなければな

らないため、医療と無関係の分野にいた方にとっては、受

験を決意することが難しいのではないかと思います。

　一方で、今後の医療の将来を担う人材は、研究や臨床を

担うという視点に加えて、社会が抱えている医療問題にも

関心を持ち、医療業界の変革を現場から主導できるような

人材であるべきだと感じております。このような人材を輩

出するためには、大学の教育機能も重要ですが、入学者選

抜の段階で、強い社会貢献意欲を持った人物を採用するこ

とこそ大事なのではないかと思います。

　本書では、私が受験を通じて得たことを、できるだけ具

本書について

◉ 執筆の動機

　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。

　私は現在、山口大学医学部に在籍し、医師を志して勉学

に励んでおります。医学部に入学したときの年齢は 28 歳

で、一般入学試験で入学してきた学生とは、年齢が 10 歳

近く離れています。

　私は数年間の社会人経験の中で、身近な人を思いやる気

持ちをそのまま仕事にできるような職業に従事したいと考

えるようになりました。そのような中で社会人が医学部に

入学することが珍しくないことを知り、2016 年春に医学

部受験を決意しました。受験を決意するまでは、自分が数

年後に医学部に入学して再び大学に通うことになろうとは

つゆにも思いませんでした。

　私は学士編入学試験という選抜方法で医学部に入学しま

した。この試験には２つの特徴があります。

　１つは試験問題や模範解答等の情報を公開している大学
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ていくべきか、ということを常々考えていました。結果的

に受験にかけた期間は９ヵ月で、２つの大学から最終合格

をいただくことができました。編入試験の受験者の中では

比較的短い準備期間での合格だったと思います。

　私が合格することができたのは、試験問題や面接官との

相性に恵まれたことが大きかったと思います。絶対に合格

できるという学力や面接対策ができていたとは思いません

が、試験情報が少ない中で、諦めずに少しでも合格可能性

が高まるように準備を進めました。

　本書では、私の勉強の進行、受験した大学の試験情報、

志望動機の整理方法等を具体的にまとめてあります。これ

から編入試験の受験を検討されている方がスケジュールを

立てていく際の１つの参考にしていただけると思います。

　また、中には一般試験で医学部を受験する方が志望動機

を整理する際に、参考にしていただける情報もあると思い

ます。

　本書が幅広い方に手に取ってもらえて、１人でも多くの

方の考えを深めるきっかけとなりましたら幸いです。

体的にお伝えするようにしております。医療と無関係の分

野にいた私が、医学部に合格するまでの過程をお伝えする

ことで、医学部学士編入学試験について少しでも知ってい

ただけるのではないかと考えました。これらの情報が、こ

れから医学部受験を志す方の後押しとなり、また医学部受

験とは縁遠いと考えている方にとって、医師となり社会貢

献していく道を知るきっかけとなれば幸いです。

　　　　

注）本書で編入試験といった場合、医学部学士編入学試験
を指します。
注）一般試験といった場合、一般入学試験を指します。

◉ 幅広く医学部に関心のある方へ

　私は 2016 年１月に医学部受験を決意し、勤めていた企

業の退職手続きを進め、2016 年３月から受験勉強を開始

しました。

　勉強すべき内容が多く、なかなか知識が定着せずに不安

な気持ちになることもあり、決して順風満帆な受験生活で

はありませんでした。不安な気持ちをかき消すために、で

きるだけ早く医学部に入学するためには、どんな準備をし
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◉ 私の略歴

　私は地元の県立高校で文系課程を履修し、大学は法学部

に進学しました。学部在籍中は部活動に取り組んでいたこ

とから、勉強よりも部活動を優先する生活を送っていまし

た。

　勉強面では企業活動に関心を持っていましたので、学部

３年時から会社法の少人数演習授業に参加しました。

　在学中は民間企業への就職活動も経験しました。様々な

企業の面接試験を通じて、自分の志望を整理して相手に伝

えることの難しさを体験しました。この経験は医学部の面

接で自らの志望動機を伝えていく際にも大変役立ったと

思っています。



第２章

医学部学士編入学試験
の概要と
私の受験戦略
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の３つの過程に分解できます。大学によっては、出願書類

の１つとして 1, 000 字から 2, 000 字程度の課題小論文の作

成を求めているところもあります。出願時に慌てなくても

よいように、過年度の試験情報を確認し、余裕をもって準

備を進めていくべきです。

◉ 各大学の個性を把握することが重要

　編入試験で求められる人材は大学によって異なります。

出願要件に、理数系科目についての一定数の単位を要求し

ている大学もあります。大阪大学、名古屋大学、千葉大学、

新潟大学等がそうであり、このような大学では、学部卒業

後に研究の道に進むことが推奨されている場合が多いよう

です。出願前には募集要項に記載されている求める人物像

を確認し、自分の志望と合う大学を選ぶことが重要です。

　募集要項の記載を確認するのと並行して、その大学に求

められている機能を考えることも重要です。例えば私は、

東京、大阪、名古屋等の都市部の大学とそうでない大学と

で、大学の担う機能に違いがあり、それに伴い募集する人

員も異なるのではないかと考えました。前者ではより研究

志向が強く優れた学問的背景を持つ学生が、後者では地方

医学部学士編入学試験について

◉ 試験の概要

　医学部学士編入学試験は、他学部において学士号を取得

した学生が医学部医学科の２年次または３年次に編入する

機会を与える試験です。近年は、群馬大学や大分大学等の

ように、他学部課程を２年間修了していれば学士を保有し

ていない段階でも受験資格を与える、とする大学も出てき

ています。

　2016 年時点では編入試験は全国約 30 校の国立大学と数

校の私立大学において実施されています。募集人員は大学

によって異なります。５名あるいは 10 名としている大学

が多いですが、中には滋賀医科大学、群馬大学、弘前大学

のように 15 名～ 20 名を募集している大学もあります。大

学ごとに独自の選考方法がとられていますが、受験の流れ

は基本的に、

①出願書類の提出

②筆記試験の受験

③面接試験の受験
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験日が変動する大学もありますが、６月～ 10 月に試験が

集中する傾向は今後もかわらないと思われます。

【表① 2016 年度編入試験スケジュール（国立大学）】
5 月以前 6月 7月 8月 9月 10 月 11月以後

1次選抜 琉球 香川 大阪 島根 旭川医科 山口 弘前

福井・後期 東京医歯 筑波 名古屋 鳥取 大分・前期

富山 滋賀医科 高知 千葉 群馬

大分・後期 鹿児島 愛媛 新潟 福井・前期

岡山 神戸 長崎 浜松医科

北海道 秋田

金沢

2次選抜 大分・後期 岡山 神戸 千葉 旭川医科 大分・前期

琉球 香川 高知 名古屋 北海道 秋田

福井・後期 滋賀医科 愛媛 島根 群馬 浜松医科

富山 長崎 鳥取 山口

東京医歯 新潟 福井・前期 弘前

鹿児島 金沢

大阪

3次選抜 大分・後期 金沢 大分・前期

※大分、岡山、金沢、秋田の１次選考は、出願書類に基づ
く書類選考。
※福井と大分は入学が２年後期から２年前期へ変更された
ことに伴い、2016 年は２回試験が行われた。

の臨床現場で活躍しようという熱意の強い学生が、求めら

れているように思いました。私のような理科系の学問背景

が乏しい者が合格を目指すならば後者の大学だと考えまし

た。特定の大学に対する拘りは持っておりませんでしたの

で、地方国立大学の中から、できるだけ合格可能性の高そ

うな大学を選んでいきました。

◉ 編入試験のスケジュール

　医学部学士編入学試験は各大学が個別に設定した日程で

行われます（表①）。６月頃～ 10 月頃に試験が集中し受験

シーズンのピークとなりますが、早い大学では４月頃から

募集要項が出始めます。秋にかけて多くの大学で選考が終

了し、12 月になるとほぼすべての大学で翌年４月に入学

する合格者が確定していることになります。大学個別の日

程で行われるため、複数校の試験日程が重なる場合があり

ます。また、平日に試験がある場合もありますので、募集

要項が公表された段階で余裕を持ってスケジュールを立て

ることが重要です。

　近年２年次後期編入から２年次前期編入へと入学の時期

を早める大学が多くなっています。この変更に伴って、試
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　これから医学部学士編入学試験の受験を検討している方

にとって有益な情報を提供したいという思いから、本書を

執筆しました。特に私と同じように、医学と無関係の分野

から医師を志す方の背中を押すような本にしたいという気

持ちのもと、私が受験生活から得た情報をできるだけ具体

的にお伝えするように心がけました。

　医学と無関係の分野と申しあげましたが、実はすべての

分野が医学分野につながり得るものだと思っています。そ

して個人的には、一見して医学領域と関係のないような背

景を持つ方の発想や行動が、将来の医学・医療をより良い

方向に導いていくのではないかと考えております。今後も

医学部学士編入学試験に多様な人材が集まることを陰なが

ら願っております。

　最後になりましたが、本書の執筆動機に賛同してくださ

ったエール出版社の御担当者様、草稿の段階でご意見くだ

さった皆様に厚く御礼申し上げます。
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